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徳
島
ペ
ン
ク
ラ
ブ
主
催
の
と
く
し
ま
随
筆
大
賞
の
審
査

が
7
、
8
月
の
2
回
に
わ
た
っ
て
あ
り
、
大
賞
に
三
輪
和

子
さ
ん（
79
）＝

北
島
町＝

の
「
仙
人
に
な
っ
た
夏
」
が
、

ま
た
準
大
賞
に
村
上
瑛
一
さ
ん（
89
）＝

吉
野
川
市＝

の

「
蒙
古
風
」
が
選
ば
れ
ま
し
た
。

今
年
は
53
編
の
応
募
が
あ
り
、
ま
ず
一
次
選
考
委
員
6

人
（
田
上
倉
平
、
鈴
木
綾
子
、
西
池
冬
扇
、
竹
内
紘
子
、

山
口
久
雄
、
船
越
淑
子
）
に
よ
る
審
査
の
結
果
、
12
編
を

本
審
査
に
推
薦
。本
審
査
は
依
岡
隆
児（
徳
島
大
学
教
授
）、

柏
木
康
浩
（
徳
島
新
聞
生
活
文
化
部
部
次
長
）、丁
山
俊
彦

（
徳
島
ペ
ン
ク
ラ
ブ
会
長
）、竹
内
菊
世
（
阿
波
の
歴
史
を

小
説
に
す
る
会
会
長
）
の
4
選
考
委
員
に
よ
り
行
わ
れ
、

大
賞
、
準
大
賞
各
1
人
の
ほ
か
、
優
秀
賞
4
人
、
奨
励
賞

1
人
を
決
め
ま
し
た
。

大
賞
に
選
ば
れ
た
三
輪
さ
ん
の
「
仙
人
に
な
っ
た
夏
」

は
、
人
生
で
初
め
て
長
期
入
院
し
た
と
き
に
気
づ
い
た
人

生
の
来
し
方
な
ど
を
丁
寧
に
描
い
て
い
ま
す
。
作
品
を
読

ん
で
く
れ
た
夫
か
ら
「
タ
イ
ト
ル
が
い
い
ね
」「
確
か
に
母

さ
ん
（
三
輪
さ
ん
の
こ
と
）
に
は
仙
人
の
気
が
あ
る
ね
」

と
褒
め
て
く
れ
た
そ
う
で
す
。
ま
た
準
大
賞
に
選
ば
れ
た

村
上
さ
ん
は
終
戦
ま
で
旧
満
州
に
住
ん
で
い
て
、
タ
イ
ト

ル
の
「
蒙
古
風
」
と
は
「
黄
砂
」
の
こ
と
。
苦
難
の
時
代

の
思
い
出
を
描
い
て
い
ま
す
。
表
彰
式
は
9
月
20
日
午
後

1
時
30
分
か
ら
阿
波
観
光
ホ
テ
ル
で
行
わ
れ
ま
す
。
な
お

大
賞
、
準
大
賞
作
品
は
12
月
に
発
行
さ
れ
る
「
徳
島
ペ
ン

ク
ラ
ブ
選
集
Ｐ
ａ
ｒ
ｔ
38
」
に
掲
載
さ
れ
ま
す
。

●
優
秀
賞

「
ス
イ
カ
ズ
ラ
の
咲
く
道
で
」
坪
井
壽
美
代
さ
ん（
70
）

阿
南
市

「
山
の
名
前
」
鉄
線（
赤
松
祥
子
）さ
ん（
56
）阿
南
市

「
最
後
の
夜
」
脇
谷
史
江
さ
ん（
77
）石
井
町

「
シ
ャ
ガ
」
粟
谷
健
さ
ん（
76
）藍
住
町

●
奨
励
賞

「
言
霊
」
大
本
泉
さ
ん（
19
）阿
波
市

●
入

選

「
人
生
は
ケ
・
セ
ラ
・
セ
ラ
」
杉
本
由
美
子
さ
ん（
65
）

阿
南
市

「
負
の
戦
記
」
川
口
恒
星
さ
ん（
90
）石
井
町

「
2
0
0
字
と
文
通
と
止
ま
り
木
」
手
束
雅
夫
さ
ん

（
70
）阿
波
市

「
隠
れ
鬼
」
坂
井
陽
さ
ん（
61
）徳
島
市

「
遠
い
日
の
記
憶
」
天
竹
勉
さ
ん（
64
）徳
島
市

第
21
回

と
く
し
ま
随
筆
大
賞

第
21
回

と
く
し
ま
随
筆
大
賞

三
輪

和
子
さ
ん

「
仙
人
に
な
っ
た
夏
」

準
大
賞

村
上
瑛
一
さ
ん
「
蒙
古
風
」

187号
2020年9月1日
（令和2年）1967年（昭和42年）創立
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県県
民民
文文
化化
祭祭
分分
野野
別別
フフ
ェェ
スス
テテ
ィィ
ババ
ルル

徳徳
島島「「
花花
」」もも
のの
がが
たた
りり

徳
島
県
民
文
化
祭
の
主
催
事

業
と
し
て
徳
島
ペ
ン
ク
ラ
ブ
が

取
り
組
ん
で
い
る
第
22
回
分
野

別
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
は
、
10
月

3
、
4
の
両
日
、
午
前
10
時
か

ら
徳
島
県
立
文
学
書
道
館
1
階

ギ
ャ
ラ
リ
ー
で
展
示
が
開
催
さ

れ
ま
す
。
22
回
目
に
当
た
る
今

年
は
「
徳
島
花
も
の
が
た
り
」
と
題
し
て
、
県
内
に
生
育
し

て
い
る
花
を
写
真
と
と
も
に
文
章
（
エ
ッ
セ
ー
や
詩
歌
、短

歌
、俳
句
な
ど
）を
添
え
た
61
枚
の
パ
ネ
ル
で
紹
介
し
ま
す
。

33
日日
午午
後後
11
時時
半半

ギギ
ャャ
ララ
リリ
ーー
トト
ーー
クク

参参参
加加加
者者者
募募募
集集集

3
日
は
午
後
1
時
30
分
か
ら
パ
ネ
ル
作
成
者
に
よ
る
ギ
ャ

ラ
リ
ー
ト
ー
ク
が
行
わ
れ
ま
す
。
ト
ー
ク
希
望
者
は
山
口
久

雄
（
電
話
0
9
0
・
4
9
7
4
・
7
4
2
6
）
ま
で
。
4
日

は
午
後
1
時
か
ら
コ
ロ
ナ
禍
の
た
め
中
止
さ
れ
た
ま
ま
だ
っ

た
ペ
ン
ク
ラ
ブ
賞
の
表
彰
式
を
行
い
、
続
い
て
特
定
非
営
利

活
動
法
人

あ
わ
・
み
ら
い
創
生
社
の
井
原
ま
ゆ
み
代
表
に

よ
る「
花
と
野
菜
の
ア
ー
ト
」と
題
し
た
講
演
が
あ
り
ま
す
。

な
お
、
こ
の
パ
ネ
ル
展
は
こ
の
後
、
来
年
2
月
3
日
か
ら

同
11
日
ま
で
鳴
門
市
の
キ
ョ
ー
エ
イ
鳴
門
駅
前
店
で
の
開
催

が
決
ま
り
ま
し
た
。
こ
の
ほ
か
3
月
ま
で
に
県
内
数
カ
所
で

開
催
の
予
定
で
す
。

今年の県民文化祭分野別フェスティバル「徳島花ものがたり」と、昨年開いて好評だった「徳
島の歴史的建造物の魅力」のパネルをまとめ、冊子にします。12月に送付予定の徳島ペンクラ
ブ選集と一緒にお送りする予定です。

昨
年
の
徳
島
県
民
文
化
祭
分
野
別
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ

ル
で
は「
徳
島
の
歴
史
的
建
造
物
の
魅
力
」を
取
り
上

げ
ま
し
た
。
国
の
重
要
文
化
財
の
ほ
か
魅
力
的
な
古

い
建
物
を
取
り
上
げ
、
徳
島
ペ
ン
ク
ラ
ブ
の
会
員
が

写
真
を
撮
影
、解
説
を
加
え
パ
ネ
ル
展
示
し
ま
し
た
。

好
評
だ
っ
た
こ
と
か
ら
今
年
4
月
か
ら
は
県
内
各
地

で
巡
回
展
を
開
く
こ
と
に
し
、
コ
ロ
ナ
禍
の
た
め
途

中
で
開
催
を
断
念
さ
れ
た
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
が
、

板
野
町
文
化
の
館
「
さ
く
ら
ホ
ー
ル
」
な
ど
県
内
3

カ
所
で
実
施
、
来
年
1
月
28
日
か
ら
2
月
2
日
ま
で

は
徳
島
市
の
阿
波
銀
プ
ラ
ザ
で
も
実
施
さ
れ
ま
す
。

「「
選選
集集
」」にに
出出
版版
物物
紹紹
介介
のの

ココ
ーー
ナナ
ーー
をを
新新
設設
しし
まま
すす
。。

会
員
の
皆
さ
ん
が
出
版
さ
れ
た
本
（
発
行
年
を
問

い
ま
せ
ん
）
を
一
覧
表
に
て
「
選
集
」
の
巻
末
に
紹

介
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

書
名
、
著
者
名
、
発
行
年
月
日
、
発
行
元
、
定
価

を
ハ
ガ
キ
に
書
い
て
事
務
局
（
小
松
島
市
中
田
町
字

土
持
16
―
2

鈴
木
綾
子
方
）
電
話
0
9
0
・
2
7

8
7
・
7
6
1
4
ま
で
お
送
り
く
だ
さ
い
。

発
行
の
都
度
、
事
務
局
へ
お
知
ら
せ
く
だ
さ
れ
ば

幸
い
で
す
。

徳
島
の
歴
史
的
建
造
物
の
魅
力

徳
島
の
歴
史
的
建
造
物
の
魅
力

昨年と今年の企画展パネルが冊子に
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リ
レ
ーエ

ッ
セ
ー

リ
レ
ーエ

ッ
セ
ー

リ
レ
ーエ

ッ
セ
ー

ペ
ン
ク
ラ
ブ
選
集
Ｐ
ａ
ｒ
ｔ
38

作
品
提
出
の
お
願
い

○
募
集
作
品

随
筆
や
評
論
、
短
編
小
説
な
ど
の
散
文
、
俳
句
や
短
歌
、
連
句
、
川

柳
、
現
代
詩
な
ど
の
韻
文
を
募
集
し
て
い
ま
す
。
前
回
と
同
様
、
散
文
、

韻
文
の
両
部
門
に
分
け
て
徳
島
ペ
ン
ク
ラ
ブ
賞
最
優
秀
賞
、
同
優
秀
賞

な
ど
を
選
ぶ
予
定
で
す
。
テ
ー
マ
は
自
由
で
す
。
今
年
の
県
民
文
化
祭

分
野
別
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
の
テ
ー
マ
「
徳
島
花
も
の
が
た
り
」
に
ち
な

ん
だ
作
品
も
歓
迎
し
ま
す
。

こ
れ
と
は
別
に
、
会
員
全
員
の
参
加
を
目
指
し
「
私
の
好
き
な
花
」

と
題
し
80
文
字
以
内
で
ま
と
め
た
作
品
も
募
集
し
て
い
ま
す
。
こ
の
通

信
配
布
の
際
、
応
募
用
は
が
き
を
同
封
し
て
い
ま
す
の
で
、
そ
れ
に
書

い
て
お
送
り
く
だ
さ
い
。

○
作
品
原
稿

作
品
に
は
タ
イ
ト
ル
を
つ
け
、
見
開
き
2
ペ
ー
ジ
2
0
0
0
文
字
を

基
本
と
し
て
、
偶
数
ペ
ー
ジ
に
な
る
よ
う
工
夫
し
て
く
だ
さ
い
。
写
真

や
イ
ラ
ス
ト
を
入
れ
て
偶
数
ペ
ー
ジ
に
す
る
こ
と
も
可
能
で
す
。

○
掲
載
負
担
金

基
本
の
見
開
き
2
ペ
ー
ジ
7
0
0
0
円
。
追
加
2
ペ
ー
ジ
は
4
0
0

0
円
で
す
。
後
日
、
会
計
か
ら
送
付
さ
れ
る
郵
便
振
替
な
ど
で
納
入
し

て
く
だ
さ
る
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。
ま
た
「
私
の
好
き
な
花
」
に
つ
い

て
は
、
掲
載
料
不
要
で
す
。

○
原
稿
の
締
め
切
り

9
月
末
日

○
作
品
送
付
先

〒
7
7
1－

1
2
3
1

板
野
郡
藍
住
町
富
吉
字
須
崎
54

石
川
文
彦
宛

電
話
（
携
帯
）
0
9
0
・
7
6
2
4
・
0
7
4
9

メ
ー
ル

ishikaw
afum

ihiko@
outlook.jp

メ
ー
ル
で
送
ら
れ
る
場
合
は
確
認
の
た
め
、
送
付
後
電
話
を
お
願
い

し
ま
す
。

コ
ロ
ナ
の
脅
威
が
全
世
界
を
席

捲
し
て
い
る
。
人
類
が
こ
の
ま
が

ま
が
し
い
敵
に
勝
利
す
る
の
は
い

つ
の
こ
と
か
。
古
来
、
天
変
地
異
、

疫
病
、
大
戦
争
が
起
こ
る
と
、
流

言
飛
語
が
飛
び
交
っ
た
例
が
多

い
。1

9
2
3
年
9
月
に
起

こ
っ
た
関
東
大
震
災
で

は
、
朝
鮮
人
が
暴
動
を
起

こ
し
て
い
る
と
の
デ
マ
情

報
が
流
れ
、
朝
鮮
人
が
大

量
に
虐
殺
さ
れ
た
。
冷
静

に
考
え
て
み
れ
ば
、交
通
、

通
信
施
設
が
断
絶
し
て
い

た
当
時
、
組
織
だ
っ
た
蜂

起
な
ど
起
こ
せ
る
わ
け
が

な
い
。
し
か
し
帝
都
が
火

の
海
に
な
り
、
余
震
に
お
び
え
続

け
る
民
衆
は
、
容
易
に
そ
の
デ
マ

を
信
じ
た
の
で
あ
っ
た
。

近
現
代
に
起
こ
っ
た
最
大
の
デ

マ
情
報
に
よ
る
パ
ニ
ッ
ク
は
、
1

9
3
8
年
米
国
で
発
生
し
た
。
と

き
は
第
二
次
世
界
大
戦
前
夜
で

あ
っ
た
が
、
米
国
で
は
平
和
と
繁

栄
を
享
受
し
て
い
た
。
こ
の
年
の

10
月
30
日
、
ラ
ジ
オ
放
送
さ
れ
た

「
火
星
人
襲
来
」
の
ド
ラ
マ
を
聴

取
者
が
真
実
と
思
い
込
ん
だ
こ
と

が
、
一
大
パ
ニ
ッ
ク
に
つ
な
が
っ

た
。
こ
の
日
の
夜
、
ラ
ジ
オ
か
ら

�
ラ
・
ク
ン
パ
ル
シ
ー
タ
�
の
メ

ロ
デ
ィ
ー
が
流
れ
て
い
た
。
そ
の

と
き
放
送
が
ぱ
っ
た
り
途
絶
え
、

ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
の
興
奮
し
た
声
が

聞
こ
え
た
。「
こ
こ
で
臨
時
ニ
ュ

ー
ス
を
お
伝
え
し
ま
す
。」こ
こ
か

ら
臨
場
感
に
満
ち
た
現
場
か
ら
の

放
送
が
流
れ
る
。「
火
星
人
が
襲
っ

て
き
ま
し
た
。
軍
隊
が
出

動
し
ま
し
た
が
、
火
炎
砲

と
毒
ガ
ス
攻
撃
を
受
け
て

全
滅
し
ま
し
た
」。建
物
の

崩
壊
す
る
音
、
避
難
民
の

悲
鳴
が
聞
こ
え
る
。
放
送

中
、
こ
れ
は
フ
ィ
ク
シ
ョ

ン
で
あ
る
と
何
度
も
繰
り

返
し
た
が
、
聴
取
者
の
す

べ
て
が
聴
き
取
っ
た
わ
け

で
は
な
い
。
恐
怖
が
デ
マ

を
生
み
、
デ
マ
が
恐
怖
を

生
む
。
あ
ま
り
に
も
実
況
放
送
が

リ
ア
ル
で
あ
っ
た
た
め
、
全
米
が

パ
ニ
ッ
ク
に
陥
っ
た
。

米
国
で
起
こ
っ
た
騒
動
は
、
平

和
な
社
会
で
も
あ
り
う
る
こ
と
と

し
て
、
大
き
な
教
訓
と
な
っ
た
。

社
会
心
理
学
で
は「
火
星
人
襲
来
」

は
、
よ
き
教
材
と
な
っ
て
い
る
。

大
衆
は
騙
さ
れ
や
す
い
、
も
ろ
い

も
の
だ
と
痛
感
す
る
。

（
坂
田
健
一
）

火星人襲来？火星人襲来？

徳島ペンクラブ通信187号 2020年（令和2年）9月1日
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扶

川

茂
さ
ん（
令
和
2
年
7
月
12
日
逝
去
）

訃

報

渡渡

辺辺

惠惠

子子
ささ
んん

受受

賞賞

会
員
募
集
し
て
い
ま
す

会
員
募
集
し
て
い
ま
す

徳
島
ペ
ン
ク
ラ
ブ
新
入
会
員
募
集
し
て
い
ま
す

秋
に
予
定
さ
れ
て
い
た
バ
ス
を
使
っ

た
「
文
学
旅
行
」
は
、
国
内
感
染
者
数

が
春
の
倍
以
上
に
な
る
な
ど
依
然
コ
ロ

ナ
禍
が
猛
威
を
振
る
っ
て
い
る
こ
と
か

ら
、
取
り
や
め
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。

代
わ
り
に
緊
急
事
態
宣
言
も
あ
っ
て
春

に
開
催
で
き
な
か
っ
た
国
府
町
気
延
山

東
麓
を
歩
く
「
文
学
散
歩
」
を
実
施
し

ま
す
。

国
府
町
に
は
7
世
紀
中
ご
ろ
に
阿
波

国
府
が
置
か
れ
る
な
ど
、
古
代
は
政
治

や
司
法
、
宗
教
の
中
心
地
と
し
て
栄
え

ま
し
た
。
こ
の
た
め
歴
史
的
な
建
造
物

や
史
跡
も
多
く
、
中
で
も
国
分
寺
の
庭

園
は
勇
壮
で
、
県
の
名
勝
に
指
定
さ
れ

て
い
ま
す
。

国
分
寺
の
ほ
か
、
常
楽
寺
や
矢
野
遺
跡
な
ど
も
時
間
が
あ
れ
ば
訪
れ
る
予
定

に
し
て
い
ま
す
。
ウ
オ
ー
キ
ン
グ
の
途
中「
福
屋
、
盛
寿
の
郷
」（
和
風
カ
フ
ェ
）

で
和
菓
子
と
お
茶
を
味
わ
い
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

▽
実
施
日

11
月
1
日
（
日
）

▽
集
合
時
間

午
後
1
時

▽
集
合
場
所

徳
島
市
考
古
資
料
館
駐
車
場

▽
参
加
費

国
分
寺
庭
園
拝
観
料
3
0
0
円
、
和
風
カ
フ
ェ
は
実
費

参
加
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
電
話
0
9
0
・
4
5
0
8
・
0
5
3
8
（
丁
山

会
長
）
へ
。
10
月
20
日
ま
で
に
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

新
入
会
員

（
敬
称
略
、
カ
ッ
コ
内
は
推
薦
人
）

住
友
セ
ツ
子

〒
7
7
0
―

0
8
0
7

徳
島
市
中
前
川
町
2
丁
目
12
―

1
（
船
越
副
会
長
）

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

小
学
校
教
諭
を
し
な
が
ら
詩
作
に
励
み
、
詩
壇
の
芥
川
賞
と
い
わ
れ
て
い
る

Ｈ
氏
賞
候
補
に
挙
が
っ
た
こ
と
も
。
徳
島
現
代
詩
協
会
の
設
立
に
加
わ
り
、
平

成
11
年
か
ら
同
28
年
ま
で
会
長
を
務
め
ら
れ
ま
し
た
。

（
合
掌
）

「
プ
ラ
ス
ア
ル
フ
ァ
の
エ
キ
ス
」
で
日
本
訪
問
販
売
協
会
40
周
年
記
念
エ
ッ

セ
ー
コ
ン
ク
ー
ル
最
優
秀
賞
を
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

お
知
り
合
い
の
方
で
徳
島
ペ
ン
ク
ラ
ブ
に
興
味
を
お
持
ち
の
方
を
ご
紹
介
く

だ
さ
い
。

コ
ロ
ナ
禍
も
夏
に
な
っ
た
ら
一
旦
終
息
す
る
の
で
は
と
思
っ

て
い
ま
し
た
。
大
都
市
に
続
い
て
4
月
16
日
に
全
国
に
緊
急
事

態
宣
言
が
拡
大
さ
れ
た
と
き
に
は
、
何
で
徳
島
ま
で
宣
言
す
る

必
要
が
あ
る
の
か
、
と
疑
問
に
思
っ
て
い
ま
し
た
。
徳
島
で
も

罹
患
者
が
急
増
し
て
お
り
、
い
ろ
ん
な
催
し
が
予
定
通
り
開
催

で
き
る
の
を
祈
る
ば
か
り
で
す
。

記
後

集
編

お
知
ら
せ
く
だ
さ
い

書
籍
の
出
版
や
受
賞
、
そ
の
ほ
か
文
芸
関
係
で
会
員
に
お
知
ら
せ
し
た

い
こ
と
な
ど
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。

文
学
旅
行
取
り
や
め

文
学
散
歩

１１
月

１
日
（
日
）

文
学
散
歩

１１
月

１
日
（
日
）

国
府
町
気
延
山
東
麓
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